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日本のテクニカル分析のレベルは世界最高 
「ローソク足ボラティリティ」講演の概要と 2012年 IFTAシンガポール大会の感想 

林 則行 

 

ＮＴＡＡの活動実績は世界一 

IFTAシンガポール大会で最も感じたことは「日本のテクニカル分析ならびに NTAAの協

会活動は世界最高レベルにある」ということでした。同時に、レベルの高さが世界に伝

わっていないと感じました。 

 

例えば、協会の活動に関して。 

NTAA では毎週１回以上各種セミナーが開催されています。この話をシンガポール大会

参加者に話すと、一同舌を巻いていました。これほどの実績を誇る国は他になく、他を

寄せ付けないほどのレベルだからです。NTAA の会員数は約２２００名。他国では会員

数１２００名程度の協会が２つあるだけで、世界最大です。 

 

NTAA の活動が世界ではあまり知られていないにもかかわらず、日本の協会活動に高

い関心を寄せている人たちが多くいることも初めて知りました。アジア圏の人たちです。

経済発展に関してこれまで日本から学んできたアジアは、株式分析においても「日本か

ら学ぼう」という姿勢が強く、協会活動やテクニカル分析全般について数多くの質問を受

けました。 

 

マレーシアやインドネシアからやってきた人たちは「写真を一緒に撮りましょう」と言って

何回もシャッターを切っていました。それも、大会開催前の朝、会場に入る前に自己紹

介をしていた時のことです。「日本から来た」というだけでぼくは特別待遇を受けている

気持ちになりました。 

 

日本罫線の素晴らしさを世界に伝える 

日本は罫線分析の歴史の長さ、奥行きの深さからして世界最高水準にあります。江戸

時代の米相場のころから罫線分析が始まっており、１日の４つの値段（始値、高値、安

値、終値）をひとつの足に集約したローソク足は珠玉ともいえる存在だからです。 

 

しかし、NTAA の活動が十分に世界に認識されていないように、ローソク足の素晴らしさ

も世界から十分な認知を受けていません。 
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今回の IFTA 大会でぼくはローソク足ボラティリティという全く新しいボラティリティについ

ての話をしましたが、これは日本人ならば誰でも行っていることを突き詰めて考え、数値

化したものにすぎません。 

 

ローソク足の考え方を基本としたローソク足ボラティリティは従来のヒストリカル・ボラティ

リティに比べて、本当のボラティリティの大きさをとらえるという点でかなりの改善がなさ

れています。 

 

日経平均の０８年５月～７月の動きを例に見てみましょう。日経平均が急落した際にヒス

トリカル・ボラティリティ（図表１）も急落しています。チャートを見ると日々の終値が近い

ことがわかります。終値間の距離が短いのでヒストリカル・ボラティリティは下がっている

のです。 
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図表１

 
これに対して、図表２のローソク足ボラティリティにはほとんど変化がありません。日々

のローソク足を見ると、その長さ（実体とひげの両方）にこの期間内で大きな変化があり

ません。つまり、この急落期間も株価の動きが停滞したわけではないのがわかります。

そのため、ボラティリティは低下しなかったのです。 
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ローソク足の日足チャートを見れば、２５％から１５％へと急落したヒストリカル・ボラティ

リティに違和感を感じる人がほとんどでしょう。この例でわかるように、概してヒストリカ

ル・ボラティリティは実勢を離れた動きをすることがあるのに対して、ローソク足ボラティ

リティはより実勢を反映しています。 

 

その最大の理由はボラティリティの計測方法の違いにあります。ヒストリカル・ボラティリ

ティは終値だけを用いて計算するのに対して、ローソク足ボラティリティでは４本（始値、

高値、安値、終値）を用います。１つの株価を用いるよりも４つの株価を用いた方が実勢

を反映しやすいのは明らかでしょう。 

 

例えば、日々の気温の変化をとらえるのに、１日１回計測するのと、１日４回測るのでは

どちらがより正確でしょうか。 

 

ローソク足ボラティリティは３倍の効率の良さ 

そもそも、ボラティリティはテクニカル分析の中でどのように用いるものなのでしょうか。 

 

実は、ボラティリティはテクニカル分析の中で最も有用なツールです。株はそれまでの高

値を抜くと大きく上昇することが知られています。それまでは鳴かず飛ばずだった株が

急に活火山のように爆発するのです。 

 

しかし、その後すぐに天井を打ち、下落に転じる株も少なくありません。ではどのようにし

たら、その後大きく上伸する爆発銘柄と、すぐに萎んでしまう偽物銘柄とを見分けること

ができるでしょうか。 
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投資で成功するにはこの見極めに精通することです。この際、私たちはあらゆる情報を

使ってその精度を上げていきます。新高値に達した時点でのファンダメンタルやテクニカ

ル情報、市場の状態などが重要な要因です。 

 

テクニカル分析に関してぼくが最も注目しているのはボラティリティです。さらに正確に

言えば、「株を買う際にはボラティリティが低いほど成功確率が高い」ということです。日

経平均を用いたある検証では、従来のヒストリカル・ボラティリティに比べて、３倍の効率

の良さになりました。（検証の内容については講演録（英語）をお聞きください。） 

 

チャートが読めれば、ローソク足ボラティリティはわかる 

それではここでローソク足ボラティリティの基本的な考え方をお話しします。 

 

図表３に掲げたのは誰でも知っているローソク足の陽線です。NTAA の会員の方々なら

ば、このチャートの中のどこが始値、高値、安値、終値なのかは全員ご存じでしょう。 

3.  高値

4.  終値

1.  始値

2.  安値

図表３ 誰でも知っているローソク足 （陽線）

 
ここでチャートの読み方を披露します。それが図表４です。陽線の場合は始値のあと、

安値をつけてから、高値に向かい最終的に終値に達します。つまり、安値が先で高値が

あとです。陰線の場合はこの逆です。 
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図表４ 陽線の動き

1.  始値
↓

2.  安値
↓

3.  高値
↓

4.  終値
始値

安値

高値

終値

 
１００％の確率でこのような順番になるわけではありませんが、私たち投資家はチャート

を見た瞬間にそのように判断しています。 

 

ここがローソク足ボラティリティの原点です。この考え方を基に、図表５のような定義を作

りました。 

＝｜昨日の終値―当日の始値｜＋｜始値―安値｜
＋｜安値―高値｜＋｜高値―終値｜

１日の株価の振動幅の合計

ボラティリティ＝１ヶ月間の「１日の株価振動幅の合計」
の平均÷１ヶ月間の終値の平均値×100

陽線の場合

＝｜昨日の終値―当日の始値｜＋｜始値―高値｜
＋｜高値―安値｜＋｜安値―終値｜

ローソク足ボラティリティの定義

陰線の場合

注）｜ ｜は絶対値

図表５ ローソク足ボラティリティの定義
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平たくいえば、「１日のボラティリティ＝日足において株価の動いた距離」と定義するとい

うことです。チャートが普通に読める人に、「株価が１日に動いた距離をどうやって出す

か」と聞いたならば、おそらく多くの人が同じように考えるはずです。従来のヒストリカル・

ボラティリティが日々の終値間の距離（この場合は標準偏差をとる）を定義としているの

とだいぶ違います。 

 

この計算式に基づいてボラティリティを計算します。この公式で得られた数値（ボラティリ

ティ）が４％未満であれば、株価に過熱感がなく、このまま上昇する確率が高いです。一

方、６％以上の時は近いうちに株価が天井を打つ確率が高いです。４～６％の時はその

中間の状態にあります。 

 

ローソク足ボラティリティを日々の投資に生かす 

ローソク足ボラティリティを用いて、日々の投資成績を向上するにはどうしたらいいのか

が、一般の方々の最大の関心事でしょう。IFTA 大会ではこの点にはあまり触れません

でした。IFTA 参加者の多くがプロの分析家であり、ローソク足ボラティリティの本質、定

義、従来のものとの差異が彼らの知りたいことだったからです。 

 

従って投資への実践に興味をお持ちの方には講演録を聞いても得るところが少ないか

もしれません。 

 

一般の投資家の方々には、ぼくの書いた『株の絶対法則』」（ダイヤモンド社）をお読み

になるとをお薦めします。ここではヒストリカル・ボラティリティとの違いなどには全く触れ

ておらず、実例を掲載しながら、「どう使うか」だけに焦点をあてています。 

 

例えば、株価の勢いを測る買いシグナルについては、ローソク足ボラティリティは出来

高に依ったシグナル以上にパワフルであることを説明しています。売りシグナルについ

ては、カギ足の転換値幅をボラティリティの大きさによって日々変更する「売り転換線」を

紹介しています。従来のカギ足に比べパフォーマンスがかなり改善できます。 

 

           ＊     ＊     ＊ 

 

欧米で４本値を用いたボラティリティの考え方がこれまで流行らなかった理由は、欧米

では１日４本の値段の入ったチャートを見る機会が少ないからではないでしょうか。もし、

欧米でローソク足が多用されていたならば、今回発表したローソク足ボラティリティとい

った考え方は既に欧米人の手によって開発されていたことでしょう。 

 

ローソク足やカギ足といった日本古来の考え方を深掘りすることで、世界に通用する新

しい考え方をまだ生み出すことができるのではないかとぼくは思っています。 
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